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【会　　場】 ３階企画展示室、１階エントランスホール
【開館時間】 9:30～16:30（入館は16:00まで）
【休 館 日】 7月11日・18日　8月8日・13～17日・22日・29日 
【入 館 料】 大人400円　団体300円（20名以上）
 小・中学生200円（学校単位の団体は無料･事前申込が必要）
 ※障がい者とその介護者各１名は無料となります。
 　受付カウンターに障がい者手帳等をご掲示ください。
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　本展では、2009年頃に中国山東省の濰坊市で制作された凧を中心に
展示します。中国の凧（中国語では「風箏」）は、かつては偵察や情報伝達
などを行うために使用されたと言われています。しかし、次第に娯楽として
凧揚げを楽しむ人が増え、2017年現在も各地で凧がつくられています。
特に今回展示する「濰坊の凧」は世界的にも有名です。
　日本の凧と中国の凧とを比べると、両者の間にはさまざまな相違点があ
ります。その一例として「凧を揚げる時期」や「凧についての考え方や風習」
などが挙げられますが、特に大きく異なるのが「凧の形状」です。本展では出品資料を、それらの形状から
６種（串類・硬翅類・軟翅類・板子類・立体類・その他）に分類しました。各凧のデザインは鳥類、昆虫、海の
生物、動物、野菜、人物など実に多彩です。これらに加え、多くの凧を連結させて揚げる巨大な「龍頭ムカデ
凧」（全長約17ｍ）や、寸法が３㎝に満たない「超ミニ凧」、凧揚げに使用する糸巻きなども展示します。
　なお、一部の凧には縁起の良い絵柄が描かれています。例えば、中国では蝙蝠には「幸福」、魚には「裕福」、
桃には「長寿」などの意味があると考えられています。凧の絵柄に込められた想いを知ることで、中国の文化
や思想などを垣間見ることができるでしょう。

①鳳蝶　最大幅220㎝
②虎　高520㎝
③燕　最大幅86㎝
④２つの花瓶　最大幅185㎝
⑤鼠の嫁入り　最大幅60㎝
⑥カニ　最大幅113㎝
⑦子供と魚　最大幅110㎝
⑧超ミニ凧　(八卦＝幅3.6㎝、燕＝幅３㎝)
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【関連イベント】
◆ トーク・サンコーカン（公開講演会）  会場：研修室
 「中国凧の魅力－山東省の資料を中心に－」
 日時：7月22日（土） 13:30～15:00
 講師：中尾徳仁（当館学芸員）
 定員：100名（当日先着順）
 ※引き続き、企画展示室にて展示解説を実施します。

◆ ギャラリートーク（展示解説） 
 日時：7月25日（火）・8月7日（月）・8月25日（金） いずれも13:30～
 会場：３階企画展示室

◆ ワークショップ「凧を作ろう」  会場：研修室
 日時：8月5日（土） 13:30～15:00　
 講師：中尾徳仁（当館学芸員）
 定員：10名、参加費500円　※事前申込が必要
 　　 （小学校低学年以下は保護者同伴）

※ギャラリートーク終了後、担当学芸員が屋外にて凧揚げを行います。見学を希望
　される方は自由にご参加ください。（但し天候により中止することがあります）
※学芸員が凧を揚げるイベントは上記以外の日にも適宜実施します。開始時間は
　当日の館内放送にてお知らせします。

※ワークショップ終了後、凧の揚げ方についての簡単なレクチャーを行います。
　（但し天候により中止することがあります）
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長さが５メートル以上もある大型の凧。
一人で揚げることは難しい。

マッチ棒（約５㎝）と比べると、
いかに小さい凧であるかが分かる。
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※期間により駐車場への入場・駐車が規制される場合があります。

： JR・近鉄天理駅下車　徒歩約20分　
 西名阪天理インターより南へ約3km（駐車場あり・無料）


